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か
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か
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か

代
執
行
は
暫
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措
置
か

警
察
の
権
限
強
ま
る

警
察
の
権
限
強
ま
る

警
察
の
権
限
強
ま
る

警
察
の
権
限
強
ま
る

何
度
確
認
し
て
も
不
透
明

何
度
確
認
し
て
も
不
透
明

何
度
確
認
し
て
も
不
透
明

何
度
確
認
し
て
も
不
透
明

ど
う
な
る
教
育
的
視
点

ど
う
な
る
教
育
的
視
点

ど
う
な
る
教
育
的
視
点

ど
う
な
る
教
育
的
視
点

議長に請願署名を届ける私学をそだてる会のみなさん、
同席する安藤、松田、すわ、古村の各議員（11月26日）
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原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
委
員
会

原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
委
員
会
12
月
8
日（
火
）

　

再
処
理
工
場
等
の
操
業
延
期
や
規
制
基
準
に
よ
る

審
査
状
況
等
に
つ
い
て
、
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、

す
わ
議
員
が
、
各
事
業
者
と
国
の
担
当
者
に
、
サ
イ

ク
ル
事
業
が
も
ん
じ
ゅ
と
同
じ
状
況
に
陥
っ
て
い
る

こ
と
を
告
発
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
、
も
ん
じ
ゅ
（
高

速
増
殖
炉
原
型
炉
）
を
所
管
す
る
文
科
省
へ
、
組
織

替
え
を
勧
告
し
た
問
題
を
質
し
ま
し
た
。
国
が
、
管

理
体
制
の
責
任
は
「
研
究
開
発
機
構
に
あ
る
」
と
答

え
た
こ
と
に
、
す
わ
議
員
は
、
そ
う
い
う
管
理
体
制

に
し
て
き
た
国
の
責
任
は
ど
う
な
る
の
か
。
そ
こ
を

あ
い
ま
い
に
し
て
き
た
か
ら
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
全

体
が
、
無
責
任
体
制
に
な
っ
て
い
る
、
サ
イ
ク
ル
の

本
命
が
高
速
増
殖
炉
な
の
に
「
サ
イ
ク
ル
に
影
響
は

な
い
」
と
平
気
で
答
え
た
こ
と
を
厳
し
く
批
判
し
ま

し
た
。

　

8
月
2
日
の
落
雷
で
、
再
処
理
工
場
内
の
31
の
機

器
が
故
障
、「
非
常
に
重
大
な
事
象
」（
規
制
委
）
が

発
生
し
ま
し
た
。

　

問
題
な
の
は
、
１
５
０
Ｋ
Ａ（
キ
ロ
ア
ン
ペ
ア
）

で
設
定
し
た
の
に
、
１
９
５
Ｋ
Ａ
の
電
流
が
走
り
、

２
０
０
Ｋ
Ａ
ま
で
余
裕
が
あ
る
と
し
た
設
定
の
考
え

方
そ
の
も
の
に
間
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
率
直
に
認

め
る
か
ど
う
か
。
問
わ
れ
た
事
業
者
は
、
１
５
０
Ｋ

Ａ
で
設
定
し
た
こ
と
に
「
甘
さ
が
あ
っ
た
」「
結
果

と
し
て
不
十
分
で
あ
っ
た
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

蒸
気
配
管
等
の
配
管
類
を
固
定
し
支
え
て
い
る
も

の
に
、
埋
込
金
物
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
設

計
・
仕
様
に
も
と
づ
か
な
い
施
工
を
し
て
い
た
こ
と

が
判
明
。
現
在
、
1
9
4
ヶ
所
に
広
が
っ
て
い
る
。

や
り
と
り
で
判
っ
て
き
た
こ
と
は
、
金
物
に
つ
い
て

い
る
棒
が
何
故
に
故
意
に
切
断
さ
れ
る
の
か
。
何
に

違
反
す
る
の
か
。
問
わ
れ
て
も
特
定
で
き
な
い
よ
う

な
答
弁
に
終
始
。
す
わ
議
員
は
、
い
つ
も
こ
う
い
う

の
が
起
き
て
き
て
、信
頼
関
係
が
い
つ
も
崩
さ
れ
る
。

あ
い
ま
い
に
す
る
の
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
と
強

調
し
ま
し
た
。

　

高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
「
科
学
的
有

望
地
」が
相
当
数
あ
る
と
言
う
。問
わ
れ
た
国
は「
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
で
や
っ
て
い
な
い
、
広
い
エ
リ
ア
を
検

討
し
」「
何
ヶ
所
あ
る
と
か
と
い
う
状
況
に
は
な
い
」

と
答
弁
。
こ
こ
に
は
、
処
分
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
ク
ル
ク
ル
変
わ
り
、
先
が
見
え
ず
、
最
早
、
原
発
・

核
燃
か
ら
の
撤
退
を
決
断
す
る
時
で
す
。

管
理
体
制
の
国
の
責
任
は

管
理
体
制
の
国
の
責
任
は

管
理
体
制
の
国
の
責
任
は

管
理
体
制
の
国
の
責
任
は

１
５
０
Ｋ
Ａ
の
根
拠
く
ず
れ
る

１
５
０
Ｋ
Ａ
の
根
拠
く
ず
れ
る

１
５
０
Ｋ
Ａ
の
根
拠
く
ず
れ
る

１
５
０
Ｋ
Ａ
の
根
拠
く
ず
れ
る

何
故
に
故
意
に
切
断
か

何
故
に
故
意
に
切
断
か

何
故
に
故
意
に
切
断
か

何
故
に
故
意
に
切
断
か

「
科
学
的
有
望
地
」
が
相
当
数
？

「
科
学
的
有
望
地
」
が
相
当
数
？

「
科
学
的
有
望
地
」
が
相
当
数
？

「
科
学
的
有
望
地
」
が
相
当
数
？

質問するすわ議員
（12月8日）

12月県議会12月県議会
11月24日～12月9日11月24日～12月9日

　すわ議員は、戦争法の強行成立後、日米

の2つの同盟メカニズムが始動、オスプレ

イの危険な役割を告発。ＴＰＰの国会決議

違反やマイナンバー導入のねらい、18才

選挙権と立憲主義の教育、原子力災害時の

避難計画等を質問しました。

戦争法とオスプレイの関係、マイナンバーのねらい、農水産物に
大打撃のTPP、18才選挙権と教育、どうなる「避難計画」
戦争法とオスプレイの関係、マイナンバーのねらい、農水産物に
大打撃のTPP、18才選挙権と教育、どうなる「避難計画」
戦争法とオスプレイの関係、マイナンバーのねらい、農水産物に
大打撃のTPP、18才選挙権と教育、どうなる「避難計画」

三
沢
射
爆
撃
場
が
指
定

1
兆
円
事
業
の
提
供

「
国
会
審
議
の
結
果
」と
教
育
長

皆
目
見
当
つ
か
な
い
事
態
に

「
決
議
違
反
」認
め
な
い
知
事

　

11
月
3
日
、
日
米
防
衛
相
会
談
で
「
同

盟
調
整
」
と
「
共
同
計
画
策
定
」
の
2
つ

の
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
が
始
動
し
ま
し
た
。

自
衛
隊
が
イ
ン
ド
洋
か
ら
太
平
洋
を
管
轄

す
る
米
太
平
洋
軍
の
下
請
部
隊
に
な
り
、

米
軍
と
の
共
同
の
交
戦
規
則
、
武
器
使
用

ル
ー
ル
が
策
定
さ
れ
ま
す
。
日
本
の
軍
備

が
大
き
く
変
容
し
、
三
沢
米
軍
基
地
と

オ
ス
プ
レ
イ
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
は
、
東
富
士
演
習

場
、
沖
縄
、
三
沢
の
3
ヶ
所
で
対
地
射
爆

撃
訓
練
に
指
定
。
青
森
県
の
上
空
と
主
権

が
脅
か
さ
れ
ま
す
。
問
わ
れ
た
危
機
監
理

官
は
「
決
定
し
た
も
の
で
は
な
い
、
国
か

ら
の
情
報
収
集
に
努
め
た
い
」
と
し
ま
し

た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
導
入
へ
、
２
０
１
１
年

「
情
報
連
携
基
盤
技
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」
が
設
け
ら
れ
、
要
員
21
名
の
う

ち
大
手
電
機
企
業
幹
部
ら
13
人
が
加
わ
っ

て
い
ま
す
。
政
府
発
注
の
関
連
事
業
は
70

件
、
合
計
８
２
６
億
円
。
う
ち
７
７
２
億

円
超
は
委
員
を
出
し
た
9
社
が
受
注
。
発

注
方
法
も
入
札
の
伴
わ
な
い
随
意
契
約
が

多
い
。
行
政
機
関
の
幹
部
32
人
が
受
注
し

た
企
業
6
社
に
天
下
り
。
1
兆
円
事
業
が

官
民
ゆ
着
の
利
権
に
提
供
す
る
こ
と
に
な

ら
な
い
か
。
問
わ
れ
た
部
長
は
、「
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
企
業
が
入
っ
て
い
る

が
、
技
術
的
意
見
を
求
め
た
も
の
、
恣
意

的
な
も
の
は
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

T
P
P
「
大
筋
合
意
」
で
農
産
物
重
要

5
品
目（
コ
メ
、麦
、牛
・
豚
肉
、乳
製
品
、

砂
糖
）
は
5
8
6
品
目
の
う
ち
１
７
４
品

目
、
約
3
割
が
関
税
撤
廃
さ
れ
ま
す
。
重

要
5
品
目
以
外
の
農
林
水
産
物
の
多
岐
に

わ
た
る
品
目
も
関
税
撤
廃
と
な
り
、
全
国

の
農
家
で
は
「
青
天
の
へ
き
れ
き
」
と
衝

撃
が
走
っ
て
い
ま
す
。今
や
、T
P
P「
大

筋
合
意
」
の
内
容
は
、
衆
参
両
院
農
林
水

産
委
員
会
の
決
議
に
違
反
し
て
い
る
こ
と

は
明
白
で
す
。
問
わ
れ
た
知
事
は
、「
大

筋
合
意
が
決
議
違
反
で
撤
退
す
る
か
否
か

は
国
の
責
任
に
お
い
て
、
国
会
の
中
で
判

断
す
る
も
の
」
と
言
っ
て
、
自
ら
認
定
す

る
こ
と
を
避
け
ま
し
た
。

　

18
才
選
挙
権
で
問
題
な
の
は
、
選
挙
権

を
保
障
し
な
が
ら
、
学
校
内
で
の
活
動
が

一
律
に
制
限
・
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

学
校
外
で
の
選
挙
活
動
は
認
め
ら
れ
た

が
、
学
業
や
生
活
に
支
障
が
あ
る
と
判
断

す
れ
ば
禁
止
を
指
導
。
こ
れ
で
は
18
才
選

挙
権
の
意
味
が
な
く
な
り
ま
す
。
立
憲
主

義
を
ど
う
教
え
る
か
。
問
わ
れ
た
教
育
長

は
「
憲
法
は
国
の
最
高
法
規
、
国
民
の
基

本
的
人
権
、自
由
と
権
利
の
意
義
を
理
解
」

さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
く
と
答
弁
。
し
か

し
、
違
憲
の
安
保
法
制
を
問
わ
れ
る
と
、

「
国
会
に
お
け
る
審
議
の
結
果
と
い
う
経

緯
が
あ
り
、
特
定
の
解
釈
で
教
え
る
の
は

よ
ろ
し
く
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

県
は
一
昨
年
、地
震
・
津
波
被
害
想
定
調

査
結
果
を
公
表
。
太
平
洋
側
海
溝
型
、
最

大
高
10
ｍ
以
上
、人
的
被
害
２
５
、０
０
０

人
、
建
物
全
壊
７
１
、０
０
０
棟
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
被
害
に
、
福
島
原
発

事
故
並
み
の
苛
酷
事
故
が
発
生
し
た
ら
ど

う
な
る
か
。
皆
目
見
当
つ
か
な
い
状
況
に

陥
り
ま
す
。
医
療
・
福
祉
施
設
で
各
ド
ア
、

窓
を
目
張
り
し
た
場
合
、
食
料
・
飲
料
水

等
何
日
確
保
で
き
る
の
か
。
道
路
が
寸
断

し
た
場
合
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
何
回
転
で

き
る
の
か
。

　

問
わ
れ
た
部
長
は
、「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
は
限
度
が
あ
る
、
む
つ
市
6
万
人
に
は

屋
内
待
避
を
基
本
に
、
艦
船
や
そ
の
時
に

応
じ
て
」
と
述
べ
ま
し
た
。

の
請
願
」（
私
立
高
校
保
護
者
連
合
会
）、「
三
協
リ

サ
イ
ク
ル
産
廃
の
全
量
撤
去
を
求
め
る
請
願
」（
三

協
リ
サ
イ
ク
ル
産
廃
の
撤
去
を
求
め
る
会
）
の
4
本

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。「
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
」
は
、

「
国
の
責
任
に
お
い
て
取
り
組
む
べ

き
事
項
が
多
く
」
と
い
っ
て
不
採
択
。

そ
れ
な
ら
国
へ
の
意
見
書
を
出
す
こ

と
で
採
択
す
べ
き
で
す
。「
私
学
助
成

の
拡
充
」
は
、
経
常
費
補
助
金
の
増

額
は
「
現
実
的
内
容
と
な
っ
て
い
な

い
」
と
い
っ
て
不
採
択
。
し
か
し
、

補
助
金
の
増
額
は
、
ま
さ
に
現
実
的

内
容
で
あ
っ
て
採
択
は
当
然
で
す
。

三
協
の
産
廃
全
量
撤
去
の
請
願
に

は
、
共
産
党
と
無
所
属
古
村
議
員
が

賛
成
し
ま
し
た
。

　

本
議
会
に
、「
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
求
め
る
請

願
」（
民
主
教
育
を
す
す
め
る
青
森
県
民
連
合
）、「
私

学
助
成
な
ど
の
拡
充
を
求
め
る
請
願
」（
青
森
県
私

学
を
そ
だ
て
る
会
）、「
青
森
県
私
学
助
成
に
つ
い
て

　

松
田
議
員
は
、
質
疑
で
八
戸
市
櫛

引
地
区
の
産
業
廃
棄
物
問
題
、
風
俗

営
業
に
関
す
る
条
例
案
改
正
、
種
差

少
年
自
然
の
家
へ
の
指
定
管
理
者
導

入
、「
核
燃
サ
イ
ク
ル
政
策
等
に
関

す
る
閣
僚
へ
の
確
認
・
要
請
」
の
知

事
報
告
等
を
質
し
ま
し
た
。

八戸市櫛引の産廃、特定遊興飲食店営業の取扱い
県立種差少年自然の家の運営、高レベル最終処分の確認
八戸市櫛引の産廃、特定遊興飲食店営業の取扱い
県立種差少年自然の家の運営、高レベル最終処分の確認
八戸市櫛引の産廃、特定遊興飲食店営業の取扱い
県立種差少年自然の家の運営、高レベル最終処分の確認
八戸市櫛引の産廃、特定遊興飲食店営業の取扱い
県立種差少年自然の家の運営、高レベル最終処分の確認

に
広
く
規
制
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
懸
念
の
声
が
出
て
い
る
。「
遊
興

さ
せ
る
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
と
質

し
た
と
こ
ろ
、
県
警
察
本
部
長
は
「
特

定
遊
興
飲
食
店
営
業
と
し
て
の
規
制
対

象
と
な
る
の
は
、
営
業
者
側
の
積
極
的

な
行
為
に
よ
っ
て
客
に
遊
び
興
じ
さ
せ

る
場
合
で
あ
る
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

専
門
家
か
ら
は
「
今
ま
で
犯
罪
で
な

か
っ
た
も
の
が
犯
罪
に
さ
れ
る
恐
れ
」

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
立
種
差
少
年
自
然
の
家
は
、
自
然

へ
の
触
れ
合
い
の
場
と
し
て
、
自
主
的

な
集
団
活
動
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
県
の
教
育
施
設
と
し
て
、
大

切
な
県
民
の
共
有
財
産
で
す
。

　

今
回
少
年
自
然
の
家
へ
の
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
す
る
に
あ
た
り
、
青
少

年
教
育
施
設
と
し
て
の
機
能
を
ど
の
よ

う
に
し
て
維
持
し
て
い
く
の
か
質
し
ま

し
た
。

　

教
育
長
は
「
社
会
教
育
や
自
然
体
験

活
動
の
指
導
に
関
す
る
資
格
を
有
す
る

も
の
を
配
置
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
林
経
済
産
業
大
臣
に
対
し

て
、
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
最
終
処
分
に
つ

い
て
、
確
認
・
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
何
回
と
な
く
、
確
認
・

要
請
を
行
っ
て
い
る
。
本
県
を
最
終
処

分
地
に
し
な
い
と
い
う
確
約
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
関
係
閣
僚
の
交
代
ご

と
に
確
認
・
要
請
を
行
う
理
由
に
つ
い

て
質
し
ま
し
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
対
策
局
長
は
「
確

認
・
要
請
を
行
う
こ
と
は
国
策
に
協
力

し
て
い
る
本
県
の
役
割
・
考
え
を
理
解

し
て
頂
く
上
で
重
要
と
考
え
て
い
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
、
八
戸
市
櫛
引

地
区
の
産
業
廃
棄
物
を
遮
水
シ
ー
ト
で

覆
い
、
地
下
水
な
ど
に
及
ば
な
い
よ
う

に
す
る
行
政
代
執
行
の
事
業
費
と
し
て

6
億
1
、
4
8
0
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
代
執
行
は
、
い
ず
れ

撤
去
及
び
最
終
処
分
に
向
か
う
ま
で
の

暫
定
的
措
置
と
位
置
付
け
る
べ
き
と
考

え
る
が
、県
の
考
え
方
を
質
し
ま
し
た
。

　

環
境
生
活
部
長
は
、「
今
回
の
キ
ャ
ッ

ピ
ン
グ
等
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
環
境

省
広
域
財
団
法
人
産
業
廃
棄
物
処
理
事

業
振
興
財
団
か
ら
も
現
場
の
実
態
に
則

し
た
適
切
か
つ
合
理
的
な
対
策
で
あ

り
、
財
団
に
よ
り
財
政
支
援
が
決
定
」

と
答
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
風
営
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
な
ど
の
規
制
が
撤
廃
さ

れ
る
一
方
、「
特
定
遊
興
飲
食
店
」
と

い
う
枠
組
み
で
規
制
が
新
設
さ
れ
た
。

　
「
遊
興
」
と
い
う
枠
の
中
で
、
さ
ら

「
国
の
責
任
に
お
い
て
」と
い
う
の
な
ら
な
お
さ
ら
採
択
が
ス
ジ

経
常
費
補
助
金
の
増
額
は
現
実
的
な
内
容
で
は
な
い
の
か

「
国
の
責
任
に
お
い
て
」と
い
う
の
な
ら
な
お
さ
ら
採
択
が
ス
ジ

経
常
費
補
助
金
の
増
額
は
現
実
的
な
内
容
で
は
な
い
の
か

「
国
の
責
任
に
お
い
て
」と
い
う
の
な
ら
な
お
さ
ら
採
択
が
ス
ジ

経
常
費
補
助
金
の
増
額
は
現
実
的
な
内
容
で
は
な
い
の
か

「
国
の
責
任
に
お
い
て
」と
い
う
の
な
ら
な
お
さ
ら
採
択
が
ス
ジ

経
常
費
補
助
金
の
増
額
は
現
実
的
な
内
容
で
は
な
い
の
か

質疑を行う松田議員
（12月4日）

一般質問を行うすわ議員（12月1日）


